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北
海
道
室
蘭
市
﹇
５
月
10
日
﹈

▼
出
前
講
座
の
健
康
相
談

室
蘭
市
に
つ
い
て
特
筆
す
べ

き
点
は
、
出
前
講
座
に
よ
る
健

康
相
談
が
年
間
90
回
と
と
て
も

多
く
、
そ
の
背
景
に
は
、
大
病

院
３
カ
所
、
看
護
学
校
２
校
が

出
前
健
康
講
座
や
介
護
予
防
教

室
に
対
す
る
理
解（
協
力
体
制
）

が
あ
る
。
現
在
は
「
健
康
増
進

計
画
第
二
次
は
っ
ぴ
い
室
蘭
21
」

（
平
成
27
年
3
月
策
定
）
に
基

づ
き
、
出
前
健
康
講
座
の
開
催

だ
け
で
は
な
く
、
乳
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
全
て
の
市
民
が

日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
む
た
め
の
指
針
と
し
て
い

る
。
ま
た
、「
室
蘭
市
が
ん
対

策
推
進
条
例
」
を
制
定
し
、
市

を
あ
げ
て
が
ん
対
策
に
取
り
組

も
う
と
行
政
、
議
会
、
医
師
会
、

患
者
団
体
、
企
業
、
マ
ス
コ
ミ

の
６
つ
の
機
関
が
参
加
し
て
28

年
２
月
に
「
室
蘭
が
ん
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。

岩
沼
市
に
お
い
て
も
、
健
康

増
進
事
業
の
中
で
さ
ら
に
一
歩

踏
み
込
み
、
地
域
を
含
め
た
取

組
と
と
も
に
「
が
ん
対
策
推
進

条
例
」
の
制
定
を
研
究
す
べ
き

と
考
え
る
。

北
海
道
登
別
市
﹇
５
月
11
日
﹈

▼ 

公
立
保
育
所
の
民
営
化
の
検

討登
別
市
の
特
長
は
「
公
立
保

育
所
で
培
わ
れ
た
保
育
に
、
民

間
の
手
法
や
技
術
を
取
り
入
れ

た
幼
児
教
育
を
加
え
、『
保
育
』

と
『
教
育
』
の
一
体
的
な
提
供

を
図
り
、
将
来
的
に
認
定
子
ど

も
園
を
目
指
す
」
と
い
う
点
で

あ
る
。

岩
沼
市
に
お
い
て
も
、
市
内

４
カ
所
の
保
育
所
中
３
カ
所
が

手
狭
で
あ
っ
た
り
、
施
設
の
老

朽
化
の
問
題
が
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
の
過
ご
す
環
境
を
考
慮
し

な
が
ら
検
討
す
べ
き
時
期
に
来

て
い
る
。
地
域
性
に
合
わ
せ
た

計
画
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
保

護
者
、
行
政
と
の
話
し
合
い
、

移
行
す
る
た
め
の
準
備
期
間
も

十
分
に
取
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

建
設
産
経
常
任
委
員
会

千
葉
県
成
田
市
﹇
５
月
23
日
﹈

▼
観
光
振
興

成
田
市
は
、
年
間
１
０
０
０

万
人
の
参
拝
客
が
訪
れ
る
成
田

山
新
勝
寺
が
あ
り
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
て
い
る
。空
港
と
神
社
・

仏
閣
が
あ
る
と
い
う
点
で
は
岩

沼
と
似
て
い
る
が
、
規
模
は
大

き
く
異
な
る
。し
か
し
な
が
ら
、

「
運
気
上
昇
の
ま
ち
成
田
」
を

フ
レ
ー
ズ
に
し
た
観
光
振
興
へ

の
貪
欲
な
姿
勢
は
印
象
に
残
っ

て
い
る
。

岩
沼
市
に
お
い
て
も
、
一
時

的
な
通
過
地
点
と
な
ら
な
い
た

め
に
、
仙
台
空
港
や
交
通
の
要

所
と
し
て
の
地
域
性
を
生
か
す

取
組
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
進
め
、

旅
行
形
態
の
多
様
化
や
急
激
に

変
化
す
る
観
光
情
勢
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
広
域
で

の
自
治
体
連
携
、
岩
沼
ブ
ラ
ン

ド
の
推
進
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
な
ど
の
取
組
に
加
え
、
観
光

客
を
迎
え
入
れ
る
市
民
意
識
の

醸
成
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
、
受
け
入
れ
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
（
宿
泊
施
設
不
足
、
多
言

語
観
光
案
内
板
の
設
置
）
を
進

め
る
必
要
も
あ
る
。
ま
た
、
竹

駒
神
社
や
金
蛇
水
神
社
、
千
年

希
望
の
丘
な
ど
を
効
果
的
に
利

用
す
る
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
立
ち
上
げ
、
関
係
各
所
の

協
力
に
よ
る
、
映
画
や
テ
レ
ビ

番
組
の
ロ
ケ
地
を
誘
致
す
る
こ

と
も
必
要
と
考
え
る
。

大
阪
府
池
田
市
﹇
５
月
24
日
﹈

▼ 

観
光
振
興
及
び
中
心
市
街
地

活
性
化
事
業

池
田
市
で
は
、
商
業
の
活
性

化
を
図
る
た
め
池
田
市
、
池
田

商
工
会
議
所
、市
内
商
工
業
者
、

住
民
が
出
資
し
、「
わ
が
ま
ち

池
田
市
を
応
援
す
る
会
社
」
で

あ
る
「
い
け
だ
サ
ン
シ
ー
株
式

会
社
」
を
設
立
し
て
い
る
。
当

該
会
社
は
安
定
し
た
収
益
確
保

の
た
め
、
池
田
市
、
池
田
商
工

会
議
所
等
の
受
託
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

岩
沼
市
は
、
市
内
商
工
業
者

と
の
さ
ら
な
る
連
携
を
強
化
す

る
た
め
、
お
互
い
が
自
由
に
話

し
合
え
る
機
会
を
増
や
し
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
や
観
光
振

興
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

大
阪
府
泉
南
市
﹇
５
月
25
日
﹈

▼
観
光
振
興

泉
南
市
は
関
西
国
際
空
港
か

ら
車
で
15
分
の
場
所
に
あ
る
。

関
空
は
近
年
利
用
客
が
急
増
し
、

大
阪
を
訪
れ
る
観
光
客
も
急
増

し
て
い
る
が
、６
人
に
１
人（
約

18
％
）
が
京
都
、
奈
良
を
目
指

し
て
大
阪
を
素
通
り
し
て
い
る
。

泉
南
市
の
課
題
は
、
２
次
交

通
、
受
け
入
れ
環
境
、
宿
泊
施

設
の
不
足
で
あ
る
た
め
、
シ
ビ

ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る
な

ど
地
域
の
「
観
光
力
」
を
鍛
え

る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

岩
沼
市
は
仙
台
空
港
の
あ
る

ま
ち
で
あ
る
が
、
市
中
心
部
か

ら
遠
く
、
空
港
か
ら
他
市
の
観

光
地
へ
の
直
通
バ
ス
も
運
行
し
、

通
過
地
点
と
な
っ
て
い
る
現
状

が
あ
る
。
周
遊
性
、
滞
留
性
の

向
上
を
目
指
す
た
め
に
も
、
今

取
り
組
ん
で
い
る
広
域（
近
隣
）

で
の
自
治
体
連
携
や
岩
沼
ブ
ラ

ン
ド
の
推
進
に
加
え
、
観
光
客

を
迎
え
る
市
民
意
識
の
醸
成
、

県
外
自
治
体
と
の
「
超
広
域
観

光
圏
」
の
形
成
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

登別市で調査する委員

成田市で調査する委員


